給　与　規　程
（目　　的）
第1条


この規程は、スタッフ（短時間正社員、パートタイマーを除く）の給与に関する事項を定めたものである。
（給与の支給方法）

第2条


給与は、スタッフに対して通貨で直接その全額を支払う。ただし、スタッフの代表との書面協定により、スタッフが同意した場合は、その指定する金融機関に振り込むものとする。

（賃金の計算期間、支給日）
第3条


1. 賃金の計算期間は、前月の１６日より当月の１５日までとする。
2. 賃金の支給日は、毎月２５日とする。ただし、支給日が金融機関の休業日にあたる場合はその前日に繰り上げて支給する。
（賃金の体系）
第4条

賃金は、これを基本給、諸手当と割増賃金とに区分し、その体系は、次の通りと
する。
基本給
諸手当　　　　　

ア　資格手当
イ　職能手当

ウ　皆勤手当
エ　通勤手当
割増賃金
ア　時間外勤務手当　　　　イ　深夜勤務手当　　　　ウ　休日勤務手当

（賃金からの控除項目）

第5条



クリニックは、次に掲げるものをスタッフの毎月の賃金または賞与から控除する。

①
源泉徴収税

②
住民税

③
健康保険、厚生年金保険及び介護保険の保険料の被保険者負担分

④
雇用保険の保険料の被保険者負担分

⑤
その他労使協定で定めるもの

（基本給）
第6条



基本給は、本人の年齢・技能・経験・職能を重視して決定する。
　
	
	初　級
　　　
	　　中　級
	上　級　


	１　級
２　級
３　級
４　級
	120,000
122,000
124,000
126,000
	130,000
133,000
136,000
139,000
	145,000

150,000

155,000

160,000


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（資格手当）
第7条


資格手当は、歯科衛生士等の資格を持つもの、およびクリニックの管理監督者の地位にある者に対し、その実務経験、能力に応じ支給する。
	歯科衛生士Ａ　　　20,000円

　　〃　　　　Ｂ　　　30,000円




　　　　　　　　　　
（職能手当）
第8条


職能手当には、業務に応じ、その業務量に応じ支給する。

（皆勤手当）
第8条


皆勤手当には、給与締切期間において、遅刻、欠勤、早退等がなかった場合、以下の基準の月額で支給する。

	　遅刻、欠勤、早退等がない場合
　　　　　〃　　　　　　　　ある場合
　　　　　〃　　　　　　　　３回以上
	１５０００円　

７０００円

支給しない　　


　

2.　遅刻、早退、使用外出等については、１分の場合でも遅刻等１回とする。　　　　　　

（通勤手当）
第9条

通勤手当は、通勤距離が片道２ｋｍ以上の通勤者に対して、次の手当を支給する。

1. 公共交通機関を利用する場合、購入した通勤定期券額の実費

2. スタッフは、通勤手当を受給している通勤方法を変更したときは、速やかに届け出なければならない。

（平均所定労働時間と平均所定労働日数）

第10条



1ヶ月平均所定労働日数及び1ヶ月平均所定労働時間は、次の通りとする。
１ヶ月平均所定労働日数＝年間所定労働日数／１２
１ヶ月平均所定労働時間＝年間所定労働時間／１２
（１時間あたりの算定基礎額）

第11条



勤務１時間あたりの算定基礎額とは、次の通りとする。

(基本給＋資格手当＋職能手当＋皆勤手当)／１ヶ月平均所定労働時間
（時間外勤務手当）

第12条


1. 所定労働時間を超えて勤務することを命ぜられ、スタッフがその勤務に服した場合には、次の計算により時間外勤務手当を支給する。

1 所定労働時間を超え法定労働時間未満の時間外勤務をした場合
　・第11条で算出した勤務1時間あたりの算定基礎額×時間外勤務時間

2 法定労働時間を超えて時間外勤務をした場合
　・第11条で算出した勤務1時間あたりの算定基礎額×時間外勤務時間
　×1.25

2. 業務の都合その他やむを得ない事情により通常の始業時刻前または終業時刻後に勤務に服した場合でも、就業規則第○条に定める所定労働時間を超えない限り、前項に定める時間外勤務手当は支給しない。

（深夜勤務賃金）

第13条



スタッフが午後10時より午前5時までの深夜に勤務に服した場合には、次の計算により深夜勤務手当を支給する。
　　・第11条で算出した勤務1時間あたりの算定基礎額×時間外勤務時間×0.25

（休日勤務手当）

第14条


1. 所定休日に勤務することを命ぜられスタッフがその勤務に服した場合には、次の計算により休日勤務手当を支給する。

1 就業規則第○条に規定されている法定外休日勤務に服した場合
　・第11条で算出した勤務１時間あたりの算定基礎額×休日勤務時間
ただし、上記の休日勤務に服した結果、当該週の総労働時間が40時間を超えた場合、次の手当を休日勤務手当に加算する。
　・第11条で算出した勤務1時間あたりの算定基礎額
　×40時間を超えた時間×0.25

2 就業規則第○条に規定されている法定休日に休日勤務に服した場合
　・第11条で算出した勤務１時間あたりの算定基礎額×休日勤務時間
　×1.35

（賃金改定）

第15条


1. 賃金改定（昇給・マイナス昇給）は原則として毎年４月に行う。ただし、クリニックの業績の著しい低下その他やむをえない事由がある場合には、賃金改定の時期を変更しまたは賃金改定を行わないことがある。

2. 前項のほか、特別に必要のある場合は、臨時に賃金改定を行うことがある。

3. 賃金改定は、スタッフの人事考課による評価を考慮して各人ごとに決定する。

（臨時昇給）
第16条



臨時昇給は、次に該当する者について昇給の必要があると認めた場合に支給す
る。
1 特に功労のあった者

2 他の者と比較して著しく不均衡なとき
（賞　与）

第17条


1. 賞与は、クリニックの業績等を勘案し、原則として７月及び12月に支給する。ただし、クリニックの業績の著しい低下その他やむを得ない事由がある場合には、支給時期を延期し、又は支給しないことがある。

2. 前項の賞与の額は、クリニックの業績を基として、本人の勤務成績や勤務態度、能力等を考慮して各人ごとに決定する。

3. 賞与は、将来の労働への意欲向上策としての意味も込めて支給するため、賞与の査定期間に在籍した者でも、賞与支給日当日に在籍していない者には支給しない。

4. 賞与は次の各号の一に該当する者には支給しない。

1 賞与の支給日に在籍しない者

2 評価対象期間において、所定労働日数の4割以上休業した者

3 ただし、年次有給休暇、産前産後の休暇、出勤または休日扱いとなる休暇、クリニックの責めによる休業、及び業務上の負傷または疾病により休業した期間は出勤扱いとする。

4 評価対象期間において、減給または出勤停止の処分を2回以上受けた者

5 故意または重大な過失により、クリニックに相当の損害を与えた者

（欠勤・遅刻・早退等の取り扱い）

第18条


1. 欠勤、遅刻、早退及び私用外出の時間については、以下の計算式により算出された額を本来支給されるべき給与額から差し引くものとする。

· （基本給＋資格手当＋職能手当＋皆勤手当／１ヶ月平均所定労働時間）×（遅刻、早退、私用外出時間＋欠勤日数×１日の所定労働時間）
2. 通勤手当については、一給与計算期間に欠勤がある場合は、以下の計算式により算出された額を控除する。
・（1ヶ月に支給される手当の額／1ヶ月の平均所定労働日数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

×欠勤日数

（中途入社及び退職・解雇された従業員の取扱い）
第19条


1. 給与の計算期間中において、途中入社あるいは退社・解雇された者に対しては以下の計算式により算出された額を支給する。
・（基本給＋資格手当＋職能手当＋皆勤手当／１ヶ月平均所定労働時間）×１日の所定労働時間×出勤日数

2. 通勤手当は、以下の計算式により算出された額を支給する。
・（1ヶ月に支給される手当の額／1ヶ月の平均所定労働日数）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×実際の出勤日数

（休暇等における賃金の取扱い）

第20条


1.　年次有給休暇の期間は、所定労働時間労働したときに支払われる通常の賃金を支給する。

2.　産前産後の休業期間、母性健康管理のための休暇、育児・介護休業法に基づく育児休業及び介護休業の期間、育児時間、生理日の休暇の期間は無給とする。

3.　特別休暇の期間は、所定労働時間労働したときに支払われる通常の賃金を支給する。

（付　　則）
この規程は、平成24年　1月　１日から施行する。
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